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『キ女君ブ・パフリエ』に見えるアナトリア南岸

新　谷野　治

は　じ　め　に

　16世紀前半にオスマン朝で編纂された地類海航海案内書『キター一・一ブ・パフリエ戯Kitdb－i

Bahriyaについては，わが国では内容や構成あるいは成立事情典拠文献，さらには史料

的な意義などが論じられたことはあるものの，韻文序を別にすれば，本書の特定部分（特定

の地域・海域）のある程度まとまった日本語訳が示されたことはない。韻文序を含めた序文，

および本文，賊文に亙る書物全体のH本語が提示されることが望ましいのは言を侯たないが，

照しばらく時間を要すると思われる事情もあり，ここでは紙幅の許す限りで本文の一部分の

日本語訳を試みることとする1＞。

　ここに示すのは『キターブ・パフリエ』本文のアナトリア海岸，特にシリアとの境界域か

らマルマリスMarmaris（現トルコ共和国）に至るアナトリア半島南岸一帯に関する記述の

日本語訳である。これは，『キターブ・パフリエ』本文の第176章から第！94章に函嶺し，

このうち第186章はアナトリア南岸沖のキプwス島の説明に充てられている。キプロス島を

アナトリア南岸の地域に含めるのは当たらないかとも思われるが，ζキターブ・パフリエ選

の構成・叙述の順に従って，ここでは翻訳の対象としたい。

　周知のとおり『キターブ・パフリエ毒の地中海各地に関する説明はダーダネルス海峡の出

口に近いSu1伽1ya城（現在チャナッカレGanakkale市域に含まれる：アナトリア半島側）

とその対岸のK：alid　al－Ba批城（キリトバヒルKilitbahir：ガリポリ半島側）の両城から始ま

る（本文第！章）。両城のあと，エーゲ海の島々の一部を説明したのち，地中海北岸部を西

へと進み（第2章から第！39章），ジブラルタル海映を南に越えて地中海南康（アフリカ大

陸北岸）に至り，ここから東方向にエジプトへと向かう（第140章から第167章2＞）。続け

て，シナイ半島を経てシリア海岸を南から北へと説明したのち，アナトリア半島東南部に至

1）韻文序については三橋！97Q，新谷20瓠などで部分的なM本語訳が試みられている。なお，序

　文・本文を問わず，現代トルコ諮やヨーロッパ諸語への翻訳のうち主なものについては，
　Allibert，　Ar三，　Bacqu6－Grammont　et　Bresc，　Bausani，　Mantran，◎kte，　Senemo露iu，　Soucekらの研究を

　参照されたい。

2）薪谷199Gにおいて，ぎキタープ・パフ弓馬蕩におけるf北アブ1］力東都」区域をGazaや

　Ramlaが扱われる第169章としたが，その前の第168章までとすべきであったかもしれない。
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る（第168章から第176章3））。さらに，西方のエーゲ海に向かうようにアナトリア半島南

岸部が説明される（第！77章から第！94箪）。この部分が今麟の日本語訳の対象である。こ

のアナトリア半島南岸部の説明の後は，エーゲ海海域のうち先に説明されずに残されていた

島々などが述べられ，地中海を順にめぐるこの航海案内書の説明はガリポリ半島西のサロス

湾で完了する（第！95章から第2！0章）。

　アナトリア半島はll世紀以降トルコ化，イスラーム化が進み，ル～ム・セルジューク朝

やモンゴルの支配を経て14－15世紀にはオスマン朝の申心的な領域となった。その南羅部は，

歴史的に東のアラブ文化地域と縢のギリシア文化地域の問にあって，爾者を繋ぎ，また隔て

る地域であった。『キターブ・パフリエ』本文においては，説明の分量的な比重は大きいと

は雷えないが（章数で8．6％，ページ数で約6．2％），アランヤやアンタルヤなどの都帯・海

港に関する記述には興昧深いものがあり，それらの地が果たした歴史的役捌を考えるうえで

いささかなりとも材料を提供できるのではないかと考える。

　以下の日本語訳作成に際してはAyasofya　26！2写本を底本としている。同写本の利用にあ

たっては，所蔵元であるSむ1eymaniye　Camii　KUtOphanesiから提供を受けた同衆作成のデジ

タル写真データを用いるが，1935年刊行のファクシミリ版［K：urto墓lu＆Alpagot　1935］の

ほか数種刊行されている写真版も適宜参照する。また，Ayasofya　26！2写本とあわせて，

TY　6605写本（1stanbul登niversitesi　K：αtaphanesi所蔵）やAr12002の底本とされたHazine

642写本（Topkapi　Sarayi　MUzesi　K：O搬phanesi所蔵）など，数種の写本を必要に応じて参照

することにする。なお，『キターブ・パフリエ毒の写本およびそれらの現存状況の概略につ

いてはSoucek　1992，薪谷1990，1992を参照されたい。

　『キターブ・パフリエ』932年本本文は素朴なオスマン・トルコ語散文で書かれている。

素朴な文章ながら　　あるいは素朴なるがゆえに一解釈に窮する表現にも少なからず

出会う。しかし，以下の訳文において，誤った解釈をしている部分や原文の意を十分に伝え

ていない箇所については，偏に訳者の力不足によるものであり，読者諸氏の叱正をお顎いす

る。

　なお，Soucekが北アフリカ海岸の区域に関して試みているように［Soucek　1973a］，本来

『キターブ・パフリエ』927年本の対応部分と対照して訳文を示すべきと意われる。両写本

系統の対比や説明対象の地域・区域に関する叙述ぶりの比較などの観点で興味深い事実が知

られると期待されるが，紙幅の制約もあり，別の機会を得たいと考える。

3）新谷1990において，『キターブ・パフリエ』におけるrシリア海耀」区域を主skenderunや

　Ayas（今日のYumurtallk）が扱われる第177章までとしたが，それは歴史的なシリアの海岸に

　位罰するiskenderunに注目したことによるものであり，ここではアナトリア南岸に位忘する

　Ayasに注lilして，第177章をここで扱うアナトリア南摩の始まりとする。
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『キターブ・パフリエ』に見えるアナトリア南岸（第177章から第194章）

375a　第177章：本章はイスカンダルーン1skandarOnの方騰lanib及びアヤースAyasの

海岸を説明する。

　このイスカンダルーンのは低い岬の上にある荒れた城qal‘a5）である。その城の霞面は，西

［と？］南西と南から［その城の前の西側は，南涯と南から？］吹く風には良い停泊地であ

る。しかしwali，2方向へ錨を用いて停泊する。船が停泊するところは薮水深］10尋qulach

である。しかしamma，この低い岬から1マイル離れて進むべし。その岬の端は浅瀬である

から。

　さて，このイスカンダルーンからアヤース6＞は12マイルである，西北の方向に。このア

ヤース城Ayas　Qal‘asiを，故スルターン・バーヤズィード・ハーンSult2n　Bayazid　Kh2n7＞

が，ミスルの人々Mi＄1rli8）の手から取り，破壊した。その城の前に小島がある。その小島の

海峡では2尋の水深である。小型の船が停泊する。しかしamma，大型の船はその島の外側

で停泊する。大索palamarをその小島に結ぶ。錨を東の方へと6尋の水深のところに降ろ

す。

　さてwa　ba‘dahu，このアヤースからこちら側に純一ズィークQaziq港9＞という停泊地が

ある。その停泊地からこちらがジハーン用Jih2n＄uyulo）である。このジハーン用のこちら

側に，ウード城1］d　Qal‘asili）という，海に面した高いところにある荒れた城がある。その城

の下，即ち掻堀側に小島がある。その小島をプールタ・マルーンparta　Ma醸n12）という。小

型の船がこの島と［アナトリア］海面の問に入る。そこから中はアダーナ川Adana＄uyu圭3）

4）lskenderun／Alexandretta　iskenδerun湾の東岸に位遣し，　Issusの戦いでのAlexander大王の

　勝利を記念して建設されたAlexandria　ad　Issumの場所に当たる。16世紀以降オスマン朝支配下

　に遣かれた。シリアのAieppoの外港の役割を果たしていた。

5）　以下，特に断りが無い限り，訳語「城」の原語はqaraである。

6）Ayas／Ayas．今日のYumur宅ahkに当たり，　lskenderun湾の西岸に位鷹する。古くはAigaiとし

　て知られ，後にAyazzo／Lajazzoとも呼ばれた。13世紀後半に東酒交易の重要な港となり、！4世

　紀中頃にMam1櫨朝の支配下に入った。16世紀初頭以降はオスマン旧領となった。

7）　Bayaz1d　2世を指すと思われる。

8）エジプトの人々の薫。具体的にはMaml血k朝を指すと思われる。

9）　Okte！988：1577（注4－！76）£以下，6kte　l988に付された注に醤及する場合はt特に断らない

　限り英訳に付された注によるものとする。参照表承は簡略にし，この場合は1577ページtJ（第4

　分冊）の注176を示す3ではrCeyhan用とYumurtahkの間の小さな古い港」とする。

10）Ceyhan／Jayb2nfllを孝旨すと思われる。古代のPyramusに当たり，より蒲に位遣するSeyhan／

　Say瞭n／Saros　l　i；（本文で後1出のAdana＄uyuであろう）とともにCilicia地方を流れて地中海に油

　ぐ。

1！）不詳。

！2）不詳。◎kte！988：1577（注4－179＞では，「Ei　Melun，　Ceyhan倒の古い河口の港。そグ）港のあっ

　た所に今日Bebe11と呼ばれる村がある3とする。

13）Seyhan／Say題n／Saros用を指すのであろう。
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である。これは大きな川である。アダナ城Adana　Qal‘aSii4）の前へ流れ来ている。海に注ぐ。

このように心得るべしsh6yleje　mulah㌶a　oluna。以上。

376a　第178章：本章はタルスースTarsOsとクールクースK：UrkQsの海温を説明する。

　このタルスース｝5＞は海岸から3マイル程内陸に入った平原に位遣する町qasabaである。

その町の前を川§uが流れている。この川ヘサンダル＄andallar16）が入る。その川の河口に塔

b互rgh飴があり，この塔に正面して6尋の水深に錨を降ろす。停泊する。先の〔表題で名の

挙がった3クールカスKark：as17）は荒れた城である。その城の前に港があり，この港の両側

は荒れた建物である。しかしamma，その港に正面して小島がある。その小島の上に荒れた

城18＞がある。もしこのクールク～ス港へ行きたければその小島を左側に取ってこの小島

と城の問に錨を降ろす。大男をその小島に結ぶ。錨を東北の方へ！0尋の水深に降ろす。停

泊する。もしその／1・島の海峡を通過するならば，深さは17スパンqarishである。このクー

ルクース城の蔭印はこうである。その城の上手が大きな山である。

　さてwa　ba‘dahtt，このクールクースからスィリフケSilifke19）は！2マイルである。かく知

られるべし。以上。

377a第179章：本章はカラマーン海岸Qaramin　Qiy｝｝ari20）のスィリフケSili飯e海岸を説

明する。

　このスィリフケ21＞は海岸から7マイル程内陸の高いところ22＞に位遣した城である。この

城は現在＄himdiki　halda人が住むma‘mαrdur。その城の正面にある海岸においてスィリフ

ケ岬£の長さ］は6マイルである。カーフィルの人々kafara　ta’ifaSiはこの岬をプーンタ・

ディルバガーシャPαnta　Dilbaghasba23）という。有名な岬である。しかしamma，もしクブ

14）　Adana／Adkana／Adana／Atana，

15）Taysus／Tar謡s．アナトリア半島東二部のTarsus用のほと1）　，海岸から約20km内陸に位遣す

　る。Taurus由脈を越えてアナトリア内陸部とCilicia地方を結ぶ幹線の出入り口であり，古くか

　ら要衝として知られた。ローマの支配を経て7！2年ウマイや朝によって柾服された。！097年十字

　軍の手に落ちT1婆世紀にMamlαk朝によってムスリムの手に奪い返された。16世紀にオスマン

　朝に組み込まれた。

16）＄andalは船に積んだり曳いたりできるほどの大きさの小船［SQucek　1992b：18〕。

！7）　K：OrkthsとともにK：orgos／Korykosを才量すと思われる。今田のK：王z　Kalesiの地点に掘たる。

！8＞　K：iZ　Kales三を指すのであろう。

！9）SH猛e，次章で説明される。

20）　Qaramanは，13世紀に東南アナトリアで勢力を扶植したオグズ系トルコ族の麟家（Qaram2n

　霜侯国〉に由来する名称であり，Qaram2Rの海岸とは，かつてQaram翻君侯lxlが勢力を張った

　地域の海岸部の意味であろう。Qaraman翼侯圃はオスマン朝のH三迫に耐えつつ勢力を維持してい

　たが，最終的に1483（ないし！487）年にオスマン朝によって滅ぼされた。

21）　Silifke／Seleucia，紀冗箭3世紀にSeleucus　1世Nicatorによって纂かれたSeleucia　Tracheotisに

　起源する。Qaraman鴛侯国の中心的都市の一つであり，慰侯国末期には首都の役割を担った。

22＞　現在の町のi率1心部の標高は20凱前後。

23）　TY　6605写本ではPanta　Di－lbighashaか。　Silifke南方の海岸に位置する主礁cekum岬を指すと慰

　われる。
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ルズQlbrlz島々24＞からこのカラマーンの海岸へ渡る事があれば，スKリフケよりもすべて

のカラマーンの山々25）が高い。その山が西側へと尽きたところにこのプーンタ・ディルバ

ガーシャ［がある3。しかしamma，アク港Aq　LimaR26）の側は低い。というのは，遠くか

ら大きな低い山々の姿を見せているg6steritr。

　さてwa　ba‘dahu，このプーンタ・ディルバガーシャは「娼婦の岬j　Qahba［Qabba］btirnl

の意味である。その岬は衛に面した細く低い砂の岬である。また，端は浅瀬である。この岬

から6マイル西北側にアヤートゥードゥーラAyatαdtiraという天然の，何も無いkh21i港が

ある。この港をトルコの人々TUrk　ta’ifaSiはアク港Aq　Lima鷺という。しかしwali，その港

の入口から外に，アヤートゥードゥーラの宿れた城がある。その城の西南側に東南に向って

流れる川＄uがある。この川を茜の方に籔り込むと，ウースクーイ・プールウィーン・サー

ルー6sqby　P蟹win　sa圭α27＞という島がある。その島の西北側に岩礁鰍shがある。この岩礁

は水面に兇える。しかしamrna，もしそのウースクーイ・プールウィーン・サールー島に行

きたければ，その島は海岸へ2マイルである。またそこには貯水槽sarmchlarがある。その

貯水槽で飲み水が見つかる。そこへ至った船は三寸をその島に結び，錨を北側へ8尋の水深

へ［降ろして〕停泊する。もし海i岸に近いキュスユレ漁sUre島28）に行くならば，それもま

た良い港である。海岸はすべてキュスユレ石である。この港からベシュ・バルマクBesh

Barmaqは！0マイルである，西南の方に。かく知られるべし。以上。

378b　第180章：本章はカラマーンの海摩kanarlarにあるベシュ・バルマクの海温を，そ

してキリンディラ城K：ilindira　Qal‘aSiを説明する。

　このべシュ・バルマク29）は島のような丸い岬である。その岬の両側は，二つの停泊麹で

ある。その停泊地のどこでも1スパンbir　ki　qari＄h30）掘ると真水tatlu＄uが出る。このIIIIilを

カーフィルの人々kafara顧’ifaslはカーウ・クーラールーQawu　Q“1arti31）という。その正面

24）　K：ypros／Klbris／Cyprus．第186章で説明される。

25）　Taurus山脈を指すと思われる。

26）不詳。Sl朋くe日南に位羅するAyatekla（現在は内陸の町）を指すのであろうか。あるいは
　Bo露sakか。61〈te　1988：！585（注4－187）では，ヂA鯵limam．　Sili魚聴唖の沿海の町。　Kalmiの名で

　も知られ，呪い資糧ではV三ransekirとしても覆及される」としている。

27）不詳。Dana　Adas6か。付図ではlsqay　Purw三nsaか。6kte　1988：圭585（注4－i88）では

　「B嬉sak　Adasl．　Ta§鵬u　K6rfeziの藩岸沖の島」とする（1・ルコ語訳の注ではDana　Adasiが補わ

　れている）。

28）不詳。GUvercin島あるいはDalla島を指すものか。　k6sllret　kUstlreは砥石の意。◎kte　l988：

　！587（注4－189＞では「K：6srelik　Adasi．　Ta§しlcu湾の海岸に近い島。1〈UsUreはおそらくノヴァ

　キュライトnevaculite一砥石として使われる，硬くきめの繕かい鉱物一であろう」とする

　（トルコ語訳の注では0▽aCik　Adasiとされている）。

29＞barmaqはparmaq（指の意）であろう。従ってBesh　Barmaqは「5本指」の意と思われる。

　OvaClk岬あるいはSulusalma岬を指すのであろう。

30）bir　iki　qarishか。　TY　6605写本ではこの部分は記されていない。

31）　TY　6605写本ではQ2wu　QOIari．
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にピラーサ島Pirasa　AdaSi32＞という丸い島がある。その島と岬の問を大きな船が通る。深い。

　さてwa　ba‘dah嫉，この島からキリンディラKilindira33）は5マイルである。この途ゆに二つ

の小島がある。これらの小島をイーズィラ・ダラ・ワントゥーラ量zila　Dala　Waatara34）とい

う。これらの島々の正面に水の流れる川aqar§uがある。しかしamma，このキリンディラは

東に卜した海庫で岬の上にある荒れた城である。その城についてこんな話がある。クブルズ

からかなりの数のbir　nicheヴェネツィアWanadikのカーフKルたちが商入の姿をしてこの

城へ！隻の船で石鹸をもってきた。金曜日になると，その石鹸をこの城へ運び上げてその城

の門の前に箱に入れて積み上げた。城の人々は金曜礼拝に行くことになって，その石鹸を門

の前から取り除くことを望んだ。彼らは石鹸の箱がたくさんあるのを知り，その箱をそのま

まにして［城の門を閉めずに］礼拝に入った35＞。カーフィルたちは住民が金曜礼拝に行った

ことを知り，好機を悟る。住畏が気付かぬうちに剣を抜き，この城を取った。その時以来この

城は荒れている。しかしwa　illa，塔と城壁burj［o］barαs1は完全［無傷1である。その城の

前に小さな港がある。その小港に小型の船が入る。かく知られるべし。以上。

379b　第！8！章：本章はカラマンの海岸kanarlarにある新旧のアナームールA船marを説

明する。

　この薪アナームールYefti　An2mar36＞は海から少々内陸の，荒れた城である。その城の前

を大きな川SLIが流れている。その川の両側は大きなナ～ティル葦が茂るところ37＞である。

この川の正面の海は良い投錨地である。しかしamma，旧アナームールEski　Anamαr38）は

海を見下ろして論えるhaw護la岬の上に位置する。この岬は山である。その山の上で，この

1旧］アナームールの城は遠くから見える。その遠くから見えることによってこの城は良い

鰹印である。その城の下に，しかしwah，菓側に停泊地がある。その停溝地では強い西風

pirawancha39）の吹く日々になると，溢泌を城のがわで海岸に結ぶ。錨を東側20尋の水深に

32）　不詳。◎kte　I988：1591（注4－191）では「Babadil．　Sulusalma　Burmの沖の小島」とする。

33）　現代トルコ語表記ではGilindire．今唱のAydmcakに当たる。

34）　不詳。Okte　1988：1591（淺4－193）では「Aydmcikの東，　Sancak　Bttrnuの瀟に位遣する島々」

　とする。

35）B嬉da637写本（Topkapi　Sarayl　MUzesi　KOt痕phanesi｝箏テ蔵）などの927年本系写本における

　叙述ぶりからは丁石鹸の箱のために住民が已む無く城の門を開けたままにした様子が読み取れる。

36）Anamur．アナトリア半島最爾端に位下するAnamur岬から約5km東北の平地にあり，
　ARamur川がその近くを流れる。霜くはStallimuri／Stalemuraと1呼ばれた。　Anamur岬により近

　い海燦及び斜弼により払い起源を有するAnemurium／Anemoriumの遺跡が広がっている。本文

　で続いて言及されるEski　Anamtwはこれであろう。

37）iri　a如r　qala騰hqlar1とある。職irの解釈に苦しむところで，　Okte　1988：！595でも，　n2tirをど

　のように理解しているのか判然としない。なお，ペルシア語のn2－tarと解すれば「湿っていな

　い⊥「濡れていない」，すなわち「乾いた」の意。

38）上の注36）参照。

39）provenzaに幽たり，西薗西の意。　i’キターブ・パフリエ雲では。強い源風の意で囲いられてい

　る［Kahane＆T三etze　i958：361－362］。
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降ろす。バルチャ40）が停泊できるところyatur⑫bil　yerである。

　さてwa　ba‘dahu，このアナームールからカラティラーンQalatiranは15マイルである。

かく知られるべし。以上。

380b　第182章：本章はカラマーンの海岸kanarlarにあるカラティラーンQalatir2nとアフ

マドジャAbmadjaという名のところを説明する。

　このカラティラーン41）は湾である。その湾の中の西側は良い投錨地である。中の方，湾

の中で20尋の水深のところに停泊する。またそこに停泊せずに行ってさらに中の方へと湾

に入るならば，10尋［の水深］である。そこに先の尖った山がある。その山をハーン

ドゥーK：h2nd食42）という。その西側に，斜面に向ってqarsu［斜藤を背にして？］高いとこ

ろに荒れた城がある。その城をクズラル・ピサールQlzlar　Hi§a♂3＞という。このピサールを

さらに西側に麟り込むと，サリンディー・スユSa玉indi　＄uyi44）という州カミ流れている45）。そ

の川の東側はカラマーンである。西側はスルタ～ン・アラー・アッディーンSultan‘Ala

a1－Din46）の土地yerlerであり，その名はアラーイーや地方‘Ala‘iya　ja艮ibi47）である。この用

が両者の闘で境になっている。その月iのさらに西側にアフマドジャという，海を見下ろして

9えるhawala，島のような丸い岬の上に，蒐れた城がある48＞。その城をフランク人Afranj

⑫‘ifas1はカスタールー・ルーンバールダQa＄tal負しuftmbarda49）という。即ち，「大砲のヒ

サールjTopHi§an5ωの意味である。事実，大砲の石［砲丸］のように丸い岬の上にある。

この城からアラーイーヤは20マイルである，北西微qarta西の方角に。かく知られるべし。

以上。

40）barcha．船体がどっしりと蕩く，横帆を備え，主として嵩高可用の商船として用いられた帆船

　［Soucek　1992b：　IS］e

4i）現在のKaledranと思われる。　Okte　1988：1599（lll　4－196＞では「Yakacik（Kalederan），

　AnamurとGazipa＄aの間の湾」とする。手許の地図でAnamur岬の西方にYakaclk用を確認で

　き，これが淺ぎ込む湾を鷺うのであろう。

42）不詳。

43）不詳。名は，「娘たちのピサール」の意。

44）SaEindiは古代ギリシアの町Selinus／Selinti（現GazipaSa）の名に関わる名称であろう。Salindi

　＄uy三はGazipa§a申心部の東を1亮茗れるHacl鵜usa翔と思われる。この川の河繊三囲にSeiinusの遺

　跡がある。6kte　1988：！599（注4－199）では「Yakaclk　Deresl．カラマンの酒の境界になっている

　小用」とする。

45）付図ではQlzlar理＄arlはSaiindi　＄uylの酒に織かれており，本文の説明と矛癒する。　TY　6605

　写本の付麟ではQizlar　Hi§ariが2箇所描かれている。

46）　ルーム・セルジューク朝の叡旨‘Aはa1－D璽n　Kayqubad　1働（在位逡！9－37）を指していると思

　われる。彼は東部アナトリアで勢力拡大に努め，地中海岸ではKalon一〇ros／Galonoros／

　Candeloro／SkandelQroを取って’Al誼ya（AEanya＞とした。

47）‘A1髄ya／Alanyaに関しては次章参照。

48）不詳。

49）Lamb会rdaとあるが，本来はb“mbardaが正しいのであろう。イタリア語で蕪砲，射石砲を意

　味するbombardaに相志する語と思われる。

50）叙述の内容から，Gazipas歌南方の輝を指しているように思われるが，定かではない。



ジキターブ・パフリエ麗に見えるアナトリア南岸 51

381b　第183章：本章はアラーイーや城‘Ala‘iya　Qal‘asiを説明する。

　このアラーイーやO’1）の，沖から行く場合の騒印はこうである。その上手に高い山々があ

る。その山々に三つの頂きqullaがある。中央にある頂きの下にこのアラーイーヤがある。

さらに近づくと，山の上にアラーイーヤの城が見える。例えて讐うとmathalan，アラー

イーヤは島に似た岬である。その岬は［海岸と］繋がった山である。その山の上がこの城で

ある。その城の下側は人が住むma‘mUr　dur。上の由は空っぽhall［khali］である。しかし

amma，その，空っぽであるところがら上は，別のピサールhi＄arである。その中にピサ・一

ルの人々bi＄ar　erenleri52）がいる。しかしamma，下の方，海岸には煉瓦で造られた大きな

塔qulla53）がある。その塔の足下に，しかしwalS，南側に停泊地がある。そこで，船首と船

尾から［綱を取って］結んで小型船が停泊する。その小型船の醇泊地のコ前に石造りの五

つの造船所darskh2na54＞がある。しかしamma，このアラーイーヤの前面は吹きさらしのと

ころachuq　yerである。港は無いliman　yoqdur55）。夏場には停泊地である。菓南風の日々

には注意せよ。ここは風に晒されているachuqのである。

　さてwa　ba‘dahu，このアラーイーヤからアンダーリーやAndallya56）は90マイルである，

西北西の方に。マナーウカート川Man2wqat　＄uyi57）は30マイルである。かく知られるべし。

以上。

382b　第！84輩：本章はマナ～ウカトManawqatの海岸を説明する。

　このマナーウカト58）のMT　shahrは海岸から3マイル程内陸に入った平原に横たわる

51）Alanya．アナトリア半島南岸中央部に位罎し，　Antalyaから東へおよそ140　kmである。一帯は

　酒北一東南方向1こ伸びる砂浜主体：の海岸であり，Alanyaは海へ大きく張り幽した標高250　m

　に及ぶ岬の頂から麓にかけて発達した町である。古くはギリシア人やアルメニア人の手にあり，

　！3嶺紀末からカラマン君侯国に属し，さらに15世紀後半にはオスマン朝に帰した。この岬の東

　西に入り江があil　！港として用いられてきたのは東側だけである。岬の東此の麓にあるKizil

　Kuleから頂上まで岬の南半分を囲むように城壁が伸びている。この中が旧市街であり，別の城

　壁でさらに区切られた最も標高の高い部分が内城である。内城は現在無人で粟ローマ時代の数会

　堂の鋏があるだけであるが，オスマン朝時代には駐留兵の兵舎が罎かれていたという。Iil”市街

　のうち内城の外側部分が居住区であり，そこには初期オスマン朝時代の隊商宿跡のほか，ルー

　ム・セルジューク朝スルターーン‘A1ざal－1）in　K：ayqubad　1世（在位1219－37）によって創建され

　オスマン朝スルターン，Sulayman　I世によって再建されたと霧われるSUIeymaniye　Camiiなどが

　ある。

52）駐留兵を意味するのであろう。上の注を参照。

53）　Kizil　Kuleを指すものであろう。

54）dar　al一＄ina‘atに由来するtersane（造船所）に豪たる。　Kizil　Kuleからやや南の海津にtersane

　の跡があり，これは‘Ai2’a1－Dln　Kayqubad　l世によって建設されたものとされる。このtersane

　は半蕩形天井と海に面したアーチ型開口部を持つ細長い空間力§5列に並んだものである。

55）本格的な港ではない，の意か。あるいは，砥　limanになることはない，の意か。

56）Antaiya．第185章で説明される。

57）　AlanyaとAntaiyaの問に位遣するManavgat川。

58＞　Manavgat，　AEanyaとARtalyaのほぼ中海に位麗する。
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町である。その町の前に荒れた城59＞がある。その城の東側を一川bir　＄u60）が流れる。海に

注ぐ。またそこにヤル・ギョルYali　G61i6i）という大きな湖がある。この湖の流出ロayaqは

海岸に近いところで今述べた川に注ぎ込む。その湖の東南側にカルプス・スユQarpuz

＄uy162）という川がまたある。その川の東霞側で，アラーイーヤからこちら側にあるのはカ

ラ・ブルンQara　Buyunである。そのカラ・ブルンとこのカルプス・スユの中央にチャタ

ル・アダスChatal　AdaSi63）という小島がある。その小島と海岸の問を船は通らない。浅瀬

である。

　さてwa　ba‘dahut上述のマナーウカト川64＞の西北西側で30マイルのところに旧アンダー

り一やEsk｝　Andaliya65＞がある。これは認れた城である。アンダーリーヤとこの荒れた城の

間に二つの大きなJi【　＄ularがある。その月【の～方をキョプリュ・スユK6prU　Suyi66）という。

また一：方をアク・スAk＄u67）という。しかしamma，このアク・スはxイルディル

聴irdir68＞の方から流れ出し，来て海に注ぐ。このアク・スとアンダーーリーヤの間にアト・

アトラドゥAt　Atladi69＞という高い絶壁がある。また流れる川＄ularがある，アンダーリー

ヤに至るまでに。以上。

383b　第！85章：本箪はアンダーリーやAndaliyaの海燦ka憾τlarを説明する。

　このアンダーリーヤ70）の，沖から行く時の目印はこうである。その東側に由々がある。

59）今田のSelimiyeに位遷するSideの遺跡を指すのであろう。SideはMa照vgat用の河瓢1にギリ

　シア系の人々によって建設された町で，Alexander大王が紀元薦333年に蘇った。紀元前1挺紀

　にはCilicia方面の梅賊による奴隷交易の場としても知られた。

60）　MaRavgat絹であろう。

6！）不詳。

62）　Manavgat東方のKarbuz　Cayi．

63）不詳。

64＞MaRavgat用。上では「ある用bir＄ujとのみ需及されている。

65）　今暇のBelkisに位：遣するAspendos／Aspendusを指しているのであろうか。　Antalyaとの間に

　二つの川があると説明されており，Antalya態郊のPergeではないと思われる。　AspeRdosは，

　Alexander大董によって紀元麟333年に征服され．後にローマの支配を受けた。今日見られる遺

　跡は買一マ支配時代のものである。

66）Aspendosの近くを流れて地中海に注ぐK6p職Cay1であろう。

67＞　アンタルヤの東方で北から南に流れて地申海に注ぐAksu　Gay三であろう。

68）北方に位概するEgirδir湖を指して需っているのであろう。6kte！988：1607（注4－2三1）では，

　「トルコ西部の主sparta東北部にある湖。知られる限り，流出路を持たない（Egridir）」と説明さ

　れているが，現在の地図で見るところ，運河で爾の湖と繋がっているように思われる。「アク・ス

　が流れ出している」とピーリー・ライースが鷺うのはtこの爾の湖のことであろうか。

69）不詳。意味は「馬が跳ねた」。Okte　1988：1607（注4－2三2）は，「おそらく猟den．これは一連の

　海岸の絶壁と深い渓谷で，それらの腿を抜けて見事な滝が海に流れ落ちる」とする。

70）ARta｝ya／A宅talia．紀州劇2世紀にPergamon王Attalus　2世によって建設された。東ローマ暗代

　には要塞としてまた十字軍賭代にはパレスティナへの出発基地として重要であった。！207年ルー一

　ム・セルジza・一ク朝によって征服された。鴛91年にオスマン朝に占領されたが，オスマン朝支配

　に組み込まれたのは！5世紀末である。1日箏街は岬の上に形成され，その下に港を擁する。
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その山々が連なって来る。西側で尽きる。その尽きたところに丸い山がある。この山の西側

は低い。その低いところへ真っ直ぐに行く。近づくとこの城の塔と城壁burl［oコbarG71）が

はっきりする。この城の前に港がある。この港は小さな港である。そのためにその港へ到着

した船は船善と船尾から［綱を取って］しっかりと結んで停泊する。またその港の入口の両

測に一つずつ塔birghrksがある。その塔の一方から一方へ鎖が張られている。見知らぬ船は

入れない。

　さてwa　ba‘dahu，この港からギュウェルジン島GUwerlin　Adas172）は12マイルである。シ

ルデン岬Shilden　Burn173＞は60マイルである，南面qarta西南の方角に。しかしamm2，こ

のシルデン岬とアンダーリーヤの問にはいくつかの港がある。それぞれをシルデン岬の章で

説明しよう。しかしwa　illa，ここではbu　maballdaクブルズを説明しよう，あとに残らない

ように。かく知られるべし。以上。

384b　第186章：本章はクブルズQibrlzなる名の島を説明する。

　このクブルズ島74）は，実際haqlqata75），他の島と瞬様ではない。というのも，この島の

匝1りすべてにあるところのアナドル海岸kan2rlar，シリアの陸地quru，イスカンダリーヤ

の海岸kanarはすべてはムスリムの住むところmusulm会nhqである。この島はちょうどこ

れらすべての申央にあって，往来の頻繁なところに位淫しているtaraddudda　qalmishdur76＞。

わけてもkhu＄a＄一ile，大変に恵まれた豊かなa舩dan璽島である。その周囲の長さmiqdarは

600マイルほどである。由々と流水が多い。7000の村があると欝う程である。しかしamm2，

かつてzamanila我々のパーディシャーフ77）の軍船とともにaskar　gemilerinle78＞ある1痔経

廻った折にこの島に至って宿営した時，その島の名士たちba－namlarにこの島のことを私

は尋ねた。「この島には7000の村があるのは事実か」と欝うと，彼らはこう答えた。「以前

はありました。しかしamma，今は4000の村です。」すべての村に様々の種類の果物Tダイ

7！）　ここでは特定の建造物を指しているのではないだろうが，広く知られた塔としては13傑紀翻建

　とされるYivli　Minareが暇市街にある。

72）　不詳。6k£e　！988；！6！！（注4－214）では「Ku＄　Adas1．　Antalla南薦ll｛1合いの小出」とするQ

73）Antalyaから南に伸び，　Yard1三｝ユc1岬で西に；重ljかうIii［II。第！87章（389a以下）で扱われている。

74）K：ypros／Kibrls／Cypl－uS．地急場東都に位櫨する地中海第3の島。紀元前！3世紀にアカイア人が

　植民し，紀元前8世紀頃にフェニキア入が居引するようになった。その後アッシリアやエジプト

　さらにはアケメネス朝ペルシアの支配を受けた。紀発薦1世紀にはローマの領有となり，帝潤の

　分裂に伴い東ローマ帯醐の領土となった。7世紀以後たびたびムスリムの侵攻を受け，12世紀以

　降はフランスのLusignan家の領有に帰し，15世紀後半までの約300年問に亙ってその支配が続

　いた。15世紀末にヴxネッィア領となってその交易活動に璽要な役割を果たしたが，1571年にオ

　スマン朝の手に帰した。

75）haqiqatdaあるいはt　aqiqatan（Ar．）とあるべきところであろう。

76）Ar12002：573ではstranded（取り残された，立ち徒生した，座礁した〉とする。

77）B2yazld　2世（在位148H512）を指すと思われる。

78）　gemilerinleとあるのはAyaso魯a　26！2塚本とHazlne　642写本のみか。　TY　6605を望め932年本

　系写本の多くではgemilerileとある。
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ダイturunj，レモン，精糖｝訴shakar－khana79）がたくさんある。それからwa　andan　so負raそ

の島の南部には製塩所がある。そこから，毎年船が来てt塩を積み娼す。これから後は，船

乗bahriyalarに必要なところを説明しよう。

　さてimdi，クブルズ島は確かにgerchi大きな島である。しかし12kin，その北部には船が

停泊すべきところは少ない。その方藤に一城がある。キリーナ・ブーファリーK：irina

Bαfari80）いう。その城の前に小さな港を有する。それをアラ・フースィやAla　F負Siya8i）と

いう。この島の北部にはそれよりも膚敏な港を有しない。この港の40マイル鋤鍋に，北に

面した湾がある。バンディやPandiya82＞という。その湾に岩礁d6kaRd豊1erがある。その岩

礁の東北側から中に入る。小さな船が停泊する。この．後bundan　sofira，フールナーカン

トゥー一FOmakanta岬83＞を西但1に團り込むと，パンダーやPaRday盆の湾が欝に入る。その

湾の中に流れる川§uがある。その川の懸北側にパンダーヤの～小島がある。この小島とク

ブルズ島の問は小さい船には良い港である。飲み水が必要になれば，小島に正項している大

きな島で見つかる。

　さてwa　ba‘dahu，カーウ・サーントゥーファーンQawu　santafan84）は，クブルズ島の心

心で，北の［方に伸びた］岬である。この岬の1マイル正面に小島がある。網く長い小島で

ある。ちょうどガレー船kadlrghaに似ている。その小島と岬の問［の水深］は16尋である。

このカーウ・サーントゥーファーンの20マイル南方に小さな港がある。その小港をア

リー・カサルAli　K：asar85）という。これの前に二つの小島がある。かなり平坦な／1・島である。

その小島からさらに10マイル南方にまた小島がある。ティラーパナTirapana86＞という。そ

れらのこちら側87）に湾がある。その湾は投錨地である。また飲み水も見つかる。その湾か

ら！0マイル南側にバーウァB会fa88＞の岬を見出す。バーファの岬は低い岬である。大索！本

分の長さだけその岬に近づくならば大丈夫ja’izである。もし岬の南側で錨を降ろすなら

ば，［水深］20尋で良い停泊地である。もし，バーファに行きたいと望むならば，バーファ

は南西に面した村である。その村の前の海岸にエつの塔birghαslarがある。それらの塔

79）サトウキビと解すべきか。

80）Kypros島北部海岸に位概するKyreRia，トルコ語ではGime，

81）不詳。Okte　1988：　16！7では後半部をKusiyeとする。　TY　6605写本ではFastyaと言売める。

　Okte　1988：圭617（注4－218＞では緯irne／Kyre鷺ia城の申世の名前」と説明している。

82）　付関ではPandayaとある。　TY　6605写本でも本文ではPandiyat付図ではPandayaとする。恐

　らく島の西北部に位遣するChrysochou湾であろう。

83＞不詳。

84）　不詳。Amauti岬を指すと思われる。付図ではQawu　＄inti－FaRとある。

85）不詳。

86＞Kypros島彌都にDrepaau岬があり，恐らくその近くの島を指すと思われる。

87）アナトリア側（北側）を指すと思われる。Drepanu岬のすぐ北の海岸に東から川が流れ込む。

　飲み水が見つかるというのはそのことを踏まえた記述であろうか。

88）付汁ではBafとある。　Kypros島鶏南部に位：航するPaphosであろう。
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の前は停泊地である。ここの南東側に大索3本分の長さの浅瀬のところがある。その浅瀬

の上は17スパンの水深がある。一方の塔と浅瀬の中央は4尋の水深である。この浅瀬以

外にその浅瀬の沖側にまた浅瀬がある。この浅瀬からその浅瀬は大鳥1本分のところであ

る。二つの浅瀬の中央は3尋の水深である。しかしwa　lakin，最初の浅瀬と同様後の浅瀬

の上も17スパンの水深である。しかしamm2，これら以外に，バ～ファの3マイル東南側

にムーリーナMalfna89）という二つの島がある。それらの小島の西側に浅瀬がある。その

浅瀬の上は6スパンの水深である。東側に大索3本分の長さの浅瀬がまたある。水巾に見

える。しかしamma，小島adajuqとクブルズの問は［水深］3尋半である。もしバーファ

からムーリーナへ行きたければ！マイル程沖を間りこむがよい，その浅瀬から救われる

ように。もしムーリーナに行って停泊したければ，これらすべての東側に小島がある。そ

の小島の南西側にある浅瀬から大命1本分離れて進むべし，5尋の水深のところを通るよ

うに。小島の東側へ大乱半分の長さに近づいて，6尋の水深で錨を降ろすべし。正面に岬

がある。その岬に向ってol　buruna　qar§u［その岬の2申で？i錨を降ろすと［水深］2尋で

ある。

　さてwa　ba‘dahu，この小島から6マイル東：側に岬がある。その端が浅瀬のsIghlu岬であ

る。その岬の上にイスティー・ハーリーlsti　Kh211go）という壷中tashlu　da9がある。その山

はちょうど大フクロウ6gaに似ている。そこから向こうへ6マイル東に［行ったところに］

独立蜂yal負三z　da9がある。その山をパティラ・トゥールスィーPatira　Talsi9ユ〉という。そこ

から12マイル東南東の方に，カーウ・ビヤーンクーQ2wu　Biy2nqG92＞がある。カーウ・ビ

ヤーンクーは白い岬である。その岬の東側に脇qOltuq93）がある。そこでの良い投錨地であ

る。そこには真水tatlu　＄uがある。夏も冬も流れる。その川§uの2マイル東側に湖がある。

ピスーリー　Pisariという94）。その湖の前は夏場には良い停泊地である。

　さてba‘dahu95），この湖から20マイル東購側にカーウ・ダ・ガータQawu　Da　Ghata96）

［がある］。「猫の頭jkedi　bashiの意味である。これは丸い岬である。その岬は遠くから

はちょうど島に似ている。この岬の西側に浅瀬がある。その浅瀬は西北の方角に1マイル

伸びている。南側に小さな小島がある。その小島から10マイル北側に塔：birghasがある。

89）不詳。

90＞不詳。

91）不詳。

92）　付蟹ではAq　Burunと記されている。　Aspro岬と思われる。

93）語義は定かでないが，ここでは人fiにつきにくい奥まった位｛置にある入り江の意で用いられて

　いるように思われる。第157章に既出。

94）現在Aspro岬の東側の入り江がPissouri湾と呼1戯駕ているが，現在それと思しき湖は手許の地

　図では確認できないeAyasofya　2＆2写本の付國では湖らしきものは侮も描かれていないが，　TY

　6605写本の付図では豪該の海燦部に湖にも見られうる深い入り江が描かれている。

95）　wa無し。　TY　6605写本ではwaが書かれている。

96）Gata岬であろう。Akrotiri湾の灘に位遷する。
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その塔の前に村がある。この村をラマ・スーLama　S♂7）という。測鉛lsqandllを使って

行く。そこで10尋の水深が見つかると，錨を降ろす。ここから6マイル東の方に，古

い荒れた城がある。その城から向こう側2マイルのところに白い岬がある。その岬は4マ

イルの幅を有する。その4マイルの問はすべて白い土地である。その白い土地の東側で白

い土地が尽きると，ワースィループーティムーW含＄i1⑳atinaa98＞を認める。ワースィルー

プーテイムーから6マイル東側に教会堂がある。アユ一別ナースィユーAy“tanasiyft99）

という。ここから6マイル向こうに，低い岬がある。正潤からはその岬は二股iki　chata1に

見える。名をムズータMuzataioO＞という。その岬から2マイルほど離れて進むべし。岬の

端は浅瀬である。この岬から！2マイル東爾東に白い岬がある。島のように陸から離れて

見える。その岬をカーウ・カティーQawu　K：atilOi）という。この岬の端で，3マイル沖寄

りにdefiizden浅瀬のところがある。いつでもそのll甲を東の方へ麟り込む時は，北の方へ

向って製塩所の前へ行く。その製塩所の湿地azmaqlo2）を菓の方へ過ぎるとアリー・カ

スAli　Kaslo3＞に至る。しかしamma，湿地の前から1マイル程離れて進むべし。浅瀬なので

ある。このアリー・カスに来た船は塩を積み込む。そこにある塔blrghasに正面してア

ヤー・ラ～ザルーAya　Lazarαという教会堂烹。4＞がある。その教会堂の前では船は7尋の水

深に停泊する。しかしamma，錨を放つべきところは12尋である。また十分にしっかりと

錨を捉える。

　さてwa　ba‘dahu，ここから！2マイル南南東の方に，大きいyOghun岬がある。その［1］lllを

カーウ・サーン・ジュールジーQawu　＄aR　Jarjilo5）という。どれだけその岬に近づいても，

深い。もし岬の方にUs雛nde［突端に？］錨を降ろすならば，［水深］12尋から20尋ま

でである。この岬を，6マイル東の方から北の方へ圓り込むと丁教会堂がある。その教

会堂に向って小さな船が停泊する。というのは，浅瀬になったslghlu小港がある。その

小港からカーウ・キリがQawu　K：irigbai。6）は12マイルである，東南東の方へ。このカー

ウ・キリガはクブルズ島の東南の［端の3岬である。カーウ・キリガからマーグーサ

97）LemesQs／Limassolであろう。

98）不詳。

99）不詳。

100）　不詳。

101）付図ではK：ltaとある。　TY　6605写本では，本文でKati，付図でKitか。　Cypros島南岸のKiti

　岬と思われる。

！02）　現蕪Kiti岬の北にLamaca空港があり，そのさらに北側に塩湖が広がる。

103）Lari）acaを指すと思われる。アヤー・ラーザルーAya　Laza雌の注を参照のこと。

104）Larnacaの墾ラザロ教会堂（Church　of　Saint　Lazarus＞かと思われる。こ0）推定が正しいとす

　れば，アリー・カスAEi　Kasとは今ElのLarnaca（あるいはその一角）を指すことになる。

105）Pyla蝉と思われる。　Okte　l988：1625（注4～234）では「Larnal〈aとGrecQの岬の問にあって

　Ayna　Nopaの西の岬」と説明している。

106＞Greko岬であろう。Cypros島の東蒲端。付圏ではQawu　Kirlyaか。　TY　6605写本の本文，付

　図でもそれぞれ岡様。
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Maghrtsalo7＞は20マイルである，西北の方角に。しかしamma，この途中に浅瀬になった

Sighluところがある。ひとつひとつ説明しよう。さてimdi，先に述べたカーウ・カリーが

Qawu　K：ar1ghaはちょうど四つの耳を有するlo8＞島のようである。その岬へ大索半分の長さ

近づいて進むと大帽章である。いつでも岬をマーグーサの方へ園り込むと，大索2本分〔の

距離のところに］良い停鴻すべき場所がある。大索を陸に結び，錨を東へ20尋のところに

降ろす。ここから向こうへ6マイルだけマーグーサ側に二つの小島がある。小島をイプ

スィー・ラードヤipsi　L2dyaiO9＞という。それらの小島の北側から入る。12尋の水深のとこ

ろに錨を降ろす。

　さてba‘dahu，その小島から3［マイル〕1！e＞西北の方に，かなり尖ったいくつかの小由が

ある。その小山をアユークルやAyUkulyaiii）という。そのあたりは浅瀬である。大索3本

分沖へ伸びている。そこから向こう3マイルのところにカリンディー・ウイティーQalindi

Wuytlli2）が見える。ここから6マイル1のところに］浅瀬の島sighlar　adasiが見える，北

西の方向に。そこには岩礁tashlarがある。ウダユーWudaythという。サーンタ・カタリー

ナ＄2nta　Qatarinaii3＞と［も3いう114）。それらから大索1本分離れて進むべし。浅瀬である。

その浅瀬には三つの出入口がある。サーンタ・カタリーナの出入口は11スパンである。

サーンタ・カタリーナからムーニーやMαmiya115）に至るまではすべて浅瀬である。もし

ムーニーヤの出入【コから入りたければ，ムーーヤームーザMOyamazai16＞に近づいて進むべし。

その北側のところに浅瀬のところs！gh　yeriがある。海麟の中は！8スパンの水深である。も

し大きな出入口を通るならばムーヤームーMayamal17）から離れて進むべし。大鷹4本分

北に麟り込んだ後高を降ろす。もし容易なqolay風［順風？コで行くならばその浅瀬の

爾側から行くと，塔birgh　Cisに真っ直ぐに進むべし。そうすればマーラMalaii8）に着く。

iO7＞　Ammochostos／Famagusta／Gazimagusa．　Kypros島の東海岸に位置する。紀元前3世紀にエジ

　プト王Ptolemaios2日目よって建設され，13世紀にAcreの陥落によって多くのキリスト教徒を

　受け入れたことを契機に発展した。1372年にGenovaが，1489年にはVerleziaが，さらには

　1571年にオスマン朝が支配下に概いた。

！Q8）　実際にt！9角ばった形であるが，そのことを指して言うのであろう。

109）　不詳。

110）mil（マイル〉が欠けているが，　TY　6605写本等では確認できる。

！／1）不詳。TY　6605写本本文ではAyakilsayaか？Ayasofya　26！2写本，　TY　6605写本いずれにお

　いても付灘にはこの地名が記されていない。Am　2002：576ではE頭Kiliseと転写し，英訳部分

　においてはAyu　Kttlbeとする。

112）不詳。QaliRdi　Wuyt室と読んだがt　TY　6605写本ではQalandi　Wayitiか。　Ar三2002：576では

　Kalendl　ve　Yetiと読み，それに対応する英訳ではKalindi　and　Yetiとしている。

113）　　不言羊o

l14）　爾者は別の島を指すか。

115）　　フ1く言羊。

鷺6）　不詳。

U7）MEiy2mkzaのことであろう。TY　6605写本でもM負yamaとある。

！18）下にFamagustaの外港d王sh　limamとあるが，正確な下駄は分からない。
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そこで錨を降ろす。もし大きな船で行くならばマーラの前で二方向に錨を降ろす。マーラ

はマーグーサの外港の前辺りであるdish　limart　nin　6nleridUr。マーグーザ三9＞：マーグーサ

は東に面した美しいピサールhi＄2rである。そのピサールの前に二重の港を持つ。内と外の

港である。クブルズ島にはマーグーサよりも大きな120）ところはない。マーグーサからカー

ウ・サーン・アンディルやQawu　＄an　Andiryai21）は50マイルである，東北東の方角に122＞。

カ～ウ・サーン・アンディルヤからキリーデ23＞は110マイルである124）。かく知られるべし。

以上。

389a　第187章：本章はシルデン岬Sh11den　Burmの海岸を説明する。

　このシルデン右書125）は大きな由々から来て海に降りた，黒い急峻な岬である。その岬の

正面に四つの小島126）がある。先ずこの岬に近い黒い丸い島である。その島とこの岬の間

に錨を降ろすならば，35尋である。しかしamm2，半マイルこの岬の東北側に錨を降ろ

すならば，60尋である。また今述べた東北［側に〕　127）大きな島128＞がある。その島の海彫と

こ陸］の間を大きなバルチャが通る。深い。しかしammゑ，この島の東北側に入り江がある。

その入り江で，1本のイチジクの木の根元に流水aqarja　＄uがある。このjl【は！艘のカユ

ク129）が給水するに十分である。夏も冬もそのJliはあるbulunur。またそこは良い停泊地で

ある。

　さてwa　ba‘dahu，この島の西北側に130），しかしwaii，アナドルの海岸に，東北東に嘉した

湾がある。その湾をカーフィルの人々kafara　t2’ifasiはワナディーク港Wanad1k　Liman1131）

という。トルコの人々Tar｝〈　ta’ifasiはアディラサーンAdirasan132＞という。これは大きな船

119）Ayasofya　2612写本では金文字で書かれている。

120）a＄lli。一緒ある，あるいはしっかりした，立派なの意か。　Okte　l988：i629では6nemli（現代ト

　ルコ語訳），finer（英訳）とする。また，　Ari　2002：576の英訳ではpeacefulを当てている。

12！）　Kypros島の東北端に嶺たるApostolos　Andreas岬であろう。

122）FamagustaからApostolos　Andreas岬と思われる地点まで何も説明が無い。

123＞前嵐のKyrenia。

124）　この問の海岸については説明が無い。この章の蟹頭で北側には港が少ないと述べていることに

　対応するのであろう。ここでキプWス島の説明が終わり，以下再びアナトリア海岸の説明になる。

125）Antalya湾とFiRike湾を分けるGelidonya輝と思われる［Deutsches　Hydrographisches

　Institut　1965：179－！80］。今日の地図ではYardlmci　Burnuとある。

126）　今日Besadalarとして知られる島々であろう。

！27）TY　6605写本ではtarafmda．

128＞Gelido漁ya輝の東沖合いに位置するSulu　Adaであろう。この「水がある島」の意の名は，本

　文の説明にあるように水が得られることに困むか。

129）　qaylq，擢と帆を備える小型の船［Soucek　！992b：18］。

13Q）　実際にはほぼ真北になると思われる◎

131）　ヴェネッィア港の意。GavuS　BurnuとKUgUk（；avuS　Burnuの間の（；avu§Lim段mと思われる。

132＞　AdrasaR　Burnuなる岬がDeutsches　Hydrographisches　institut　！965：！79で書及されている。

　これは今濤の地図に現れるCavu§　Burnuに当たると思われ，　Adiras2Rの港とは，上で指摘した

　通り，Cavu§　Limamと思われる。
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が停泊できる港である。またその港の周囲は山である。飲み水も見つかる。沖からのこの港

の目印はこうである。両側が山である。その港は低い谷のように見える。

　さてwa　ba‘dahu，この港の東北側に丸い岬133）がある。その丸い岬の端に小さな岩の小島

がある。その小島を西北の方に回り込むと，プールトゥー・ジンウィーズPαrtQ　JinwSzと

いう港134）がある。この港の入口は北に向いている。しかしamma，大変に隠れ込んだgizlU

港である。沖から行く時は港であることが分からない。しかしwali，アンダーリーや側か

ら行くならば，この港の入口が開いている。分かる。そのまわりは大きな山である。この港

はこの山々の間で谷のように見える。もし沖から行く蒔のこのジンウィーズ港の欝印を知り

たければ，その上手に大変に大きな山がある。その山の下，海摩に二つの尖った頂きがある。

これらの頂きも大きな山である。その一一一一一つは北側で，また一つは南側である。その南側にあ

る尖った由のちょうど下にこのプールトゥー・ジンウィーズがある。

　さてwa　ba‘dahu，このプールトゥー・ジンウィーズの北側にあるウチュ・アダラルOch

Adalar135）へ行きたければtその島々の沖からの9印はこうである。プールトゥー・ジン

ウィーズの説明にあった尖った山々のうち北側にある山は南側にある山よりも高い。その北

側にある高い尖った山へ真っ直ぐに進む。しかしamma，そのこ二つの尖った山々を越えた内

陸に，霧を頂いた大きな山136）が見える。それらに気をつける必要はない。ただ，気をつけ

るべきはそれら二つの山々に対してである。これらの二つの尖った山々を認めて北側にある

尖った山へ向って海岸に近づくと，そのウチュ・アダラルが兇える。それらの端［の島］と

海岸の問は深い。大型のバルチャが通る。そして海岸に近いところにある島と申央にある島

の問をガレー船が通る。しかしamma，沖寄りにある島と中央にある島の間の逓行路は無い。

というのは，岩礁tashがあるのである。［海岸に近づいた3そのあとandan　sortra，風にし

たがってその島々を前方に取るUs雛ne　alurlar。停泊する。しかしwali，冬場には停泊地で

はない。夏場に停泊する。

　さてwa　ba‘dahu，その島々の北側にタキール・オワTaklr　Owaという港137＞がある。こ

の港にパールユー・プーリーpalyO　Pαliという荒れた城138）がある。その城の南側は小さ

な船向けの停泊地である。この停泊地をある者達はアルトゥン・バシュマクAltun

Bashmaq139）という。

133）　GaVu§　Burnuであろう。

134）Ceneviz　Liman1，文字逓りには，ジェノヴァ入の港の意。　Qrah／Olymposの南南東に位遣する

　入り江。

135＞Okte　1988；1635（ネil｝注りでは「文字通りにはヨつ0）島。　Tekirova〔旧Phaselis／とCeneviz

　Limamの問の海岸にある群島」とする。

136＞Tahtak　Da9（標高2366　m）を指すのであろうか。

137＞Tekirovaであろう。古代のPhaselisにあたる［Deutsches　Hydrograp1｝isches　l登stltuU965ほ78］。

｝38＞古代のPhaselisの遺跡をいうのであろう。

139＞　文字逓りにはt「金の履物」の意。
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　さてwa　ba‘dahu，このシルデン岬から15マイル西北西の方にフィーナカF1Raka140）とい

う荒れた城がある。その城の前は良い投錨地である。夏場に100隻の船が停泊できるところ

である。そこに三筋の大きな流水がある。その川＄uのうちの東にある川をサル・ス＄arl

＄u141）という。申央にある川はまったく申し分がない。藁ぶものの無い，薔薇水のように味

が良くjul12b　gibi　tatlu，また大変に冷たい水である。またサンダル§andalが入る大きな川

である。この川の源は4マイル程内陸にあるフィーナカFinal〈a村の前から一あちこち

に泉がある一湧いて出ている。蕗測にある川をカラ・スQara　＄ui42＞という。このカラ・

スも良い冷たい水である。しかしwall，中央にある川のように大変味が良いわけではない。

というのは，そこへ冬場だけ流れる川gerek§ular143＞が合流する。澄んでいない。しかし

amma，このフィーサカとシルデン岬の問に，しかしwali，シルデンに近いところに，カ

ラ・ウズQara　6z144）という港がある。この港へは西北の方から入る。その港の沖からの目

印はこうである。すなわち，丸い丘なのである。その丘を右側に取って東爾に向って中に入

る。

　さてwa　ba‘dahu，フィーニカ城Finika　Qal‘aSiの後ろに，即ち西側に，南南西に爾した，

ギョク・リマンG6k　Mman145）という入り江がある。ここは二つの由の問である。しかし

wali，深いところである。かく知られるべし。以上。

391b　第188章：本章はケク・オワK：ek　Owaという名の港を説明する。

　このケク・オワ146）の港の，沖から行く時の9印はこうである。その港の上手にあるアナ

ドルの山々は高く乱しい山々である。その由々の上にテントの形をしたかなり丸い塚のよう

な6y＃k［嶺6yαk］gibi頂きがある。その頂きの西側にこれらすべてよりも高い山147）がある。

その由の東：側は高い。西側は低い。それらの由の下にケク・オワの島が，遠くから見える。

というのは，大きく，また長い島であるから。その長さは7マイルである。もしこの島の東

側から申［陸との問？］に入るならば帆を使ってバルチャが入る通行路である。もし西南

の方から入るならばこの西南側にある海峡の中央に二つの島がある。これらの島は黒く高

い島である。．それら二つの島の間を大きな船は通らない。障害物があるna－p2kdur。それ

［ら］と7マイルの長さのある島の間を通るならば，38尋の水深のところを通ることになる。

もし，それらのすべてを東側において，南西側にあるアナドルの岬148）と，［二つのうちの］

140）　FinSke／FiRekaであろう。

141）　黄色い川の意。Alaklr用であろうか。

142）　黒い用の意。Karasu用であろう。

143）　T〃妨，〆ゴε翫1々．4露〃zゴαフzZ）erleme　Sb’zlzlgVil，　Vo1．　VI，　Ankara，！972，　p．1997ではgerekは「夏：に

　柚れて冬に流れる川」とある。

144）Yard職c1岬の西側，　Finil〈e湾の東部に位齢するKarag6zに近い入り江を指すと思われる。

145）恐らくFi聡ike南方に伸びるG6k　Burunの蕩側の入り江を指すのであろう。

146）Kekova島。

147）　Kekova島の北西に位麗するUyluk　Tepe（標高30！5　n｝）を指すと思われる。

148）　Kekova岬であろう。
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一つの島の聞を隣るならば，25尋の水深を通る。中に入って建造物に正面して錨を降ろす

ならば，60尋の水深である。またそこに，岩礁tashがある。見えない。注意せよ。アナド

ルの海岸にある港に至るならばそこはあらゆる風に対して有用なq2bil　Rい港である。か

く知られるべし。以上。

392b　第189章：本章はミイスMiyisという名の島を説明する。

　このミイス島149＞はアナドル海岸へ5マイルである。沖から行く時は，その島の目印はこ

うである。この島の正面のアナドル海岸は大きな山々である。その山々の下でミイス島は二

つの頂きを持ちiki　chatal，赤味がかった山々である。その山の周囲すべて切り立ったyalim

岩である。さてimdi，この島には一城bir　qal‘aSiがあった。この城をカーフィルの人々ka－

fara　t2’ifasiはカスタール～・ルースィーQa＄t21a　Rasiと言う。「赤いピサールj　Qizil　Hi＄ar

の意昧になる150）。ルードゥースRadαsが征服されると15i＞この城qal‘aのカーフィルはクブ

ルズ島へ逃げた。現在shlmdi誉れている。しかしamma，その城から外に今もカーフィル

の村がある。塩をつくっている。ピサールはその前面に製塩所を有する。その製塩所の傍ら

に，しかしwall，ピサ～ルの前に天然の港がある。まことに良い港である。大型のバル

チャが入る。というのは深いのである。ピサールに正面して沖で停泊すれば，どこも停泊地

である。かく知るべしsh6yle　bileler。以上。

393b　第190章：本章はメンテシェ県Liwa’一i　Menteshe152）にあるイルキー・カラllql　Qara

の海岸を説明する。

　このイルキー・カデ53）は湾である。その湾の入口に二つの島がある154＞。その島とアナド

149）Meis／Megisti／K：astelioi－izoであろう。ドデカネス諸島の島の一つ。　Kasの南酒の沖合約5km

　に位躍する。塗ヨハネ．置土修道会，ナポリ王などの支酉己を経て16世紀にオスマン朝支配下に入っ

　た。19世紀にはフランスの占領を経てイタリアの支配を受けた。第二次大戦後ギリシア領となつ

　ている。

150）　Meis島の廃城。港を兇下ろす高台に建つ。　Okte　l988：1647（注4－258）では「文字通りには

　赤い要塞。今iヨの名前Kasteliorizoの元になっている。この城は聖ヨハネ騎士修道会によって14

　撤紀に建設された。外壁と僅かの塔を除いてほとんど今日残っていない」とする。

！5！）　m一ドス島は1522年S“layman　1世の命を受けたオスマン朝軍によって征服された。

152）　liwa’はアラビア語で旗を意味する語で，オスマン・トルコ語のsanjaqにあたる。　sanjaqは，

　オスマン朝では，軍管区に由来する行政単位（beylerbeyilik［「州」］の下位単位である「県」）を

　表す語として用いられ，ここのliwa’は行政単位としてのsanjaqと瞬義に胴いられている。

　Mentesl｝e地方は，　Me鷺teshe潜侯国の支配領域に由来する。　Me厩eshe鱈侯国は，ルーム・セル

　ジューク朝が13世紀にモンゴルの攻撃を受けてその勢力を失って以来アナトリア半島爾爾部で優

　勢となった。オスマン朝のBayaziδ！世によって征服されるが，！402年のアンカラの戦いで勝利

　したTimarによって復興された。1424年Murad　2世によって最終的にオスマン朝に組み入れら

　れ，sanjaqの一一つとなった。

153）Ilqi　Qaraと読むべきかくRedhoz｛se　Yeni　Tckrlege一　Ungiligce　Sdi21ckfe，　ikinci　baski，！974によればT

　llqlはyilqiの鋼形で，「仔とともに放し飼いにされている雄雌の馬の群れ」あるいはf飼い馴らさ

　れていない牡の馬や仔馬」の意）。今日のK：alkanにtJlたると思われる。1〈alkanはMeis／Megisti／

　1〈astellorizoの仙北に位掻する湾の奥にある。

！54）　Yilan　AdasiとSlgan　Adas1を指すと思われる。
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ルの［海岸にあるこの湾の3西北側［との間］はバルチャが停泊すべきところである。しか

しwall，東南風の日々の点出地ではない。夏場の停泊地である。この停泊地で飲み水が欲

しくなればその［湾全体のコ東北側に位鐙する〔より3内側の湾の端葺addで海罎にt比

類無く良い冷たい川＄uが流れている。その川の霞印はこうである。赤い絶壁があり，その

赤い絶壁の前に，海に落ち込んでいる丸い岩qayaがある。この川はtその岩と今述べた絶

壁の間にある155）。またその辺りは波静かなyufqa　＄ului56＞投錨地である。またもう一筋の川

＄U157）がこの湾の西側に〔ある〕。またその辺りは良い投錨地である。かく知られるべし。以

上。

394b　第！91章：本章はメンテシェ県Liwa’一l　Mentesheのギョク・スG6k＄uとさらにイェ

ディ・ブルンYedi　Burunを説明する。

　このギョク・ス158）の正面は，波静かなyufqa　＄ulu　Rい投錨地である。しかしwa　illa，吹

きさらしのところである。夏場に停泊できるyatulur。冬の停泊地ではない。ここへ到着す

る船は水を手に入れに来る。そのあとandaR　sofira，航海を続ける。その西側にスィ

ティー・カーウSiti　Qawuという七つの岬yedi　burun159＞がある。この岬の上に大きな山々

がある160＞。山々の鼻先burun［閣が来て海に落ち込んで七つの岬になっている。しかし

wali，投錨地はない。　［投錨〕出来ないところである。その七つの岬を東北の方へ5－6マイ

ル程震り込むと，チョケルトメCh6kertme161＞という港がある。この港をカーフィルの人々

kafara　ta’ifasiはスィーム・ブーラS2m　Balaという。これは良い港である。その港の入口に

岩礁tashがある。見える。かく知られるべし。以上162）。

！55）　Google　Eartk（20！1年7月IO欝時点）の爾像で確認する限！l　，　Kalkanの港の桟橋の突端と柑

　絶して北の海岸に小さな突呂部がある。これがかつては海岸に近い小島だったと思われる。すぐ

　東に続く海岸には赤みがかった岸壁がある。両者の間に件の川が流れ込んでいるという意味であ

　ろう。この用と思しき流路が背後に確かめられる。

156）　An　2002：584では浅瀬a　place　of　shallowとしている。

157）　　不言羊。

158）E§e簸川を指すと思われる。この川の河口から！0k照ほど内陸にLyciaの都市XanthOsの遺跡

　がある。

159）Fethiye南方にYedi　Buru漁なる岬を確認でき，またその東南東の内陸にYediburunなる村が

　あるが，ここにいうyedi　burunはより東方のZeytin　BurnuからYeδl　Burunにかけて連なって並

　ぶ岬を指すのであろう。

160）　ここで述べられている海岸のすぐ北側の内陸部には2000－3000m級の由々が連なる。

161）不詳。Okte　1988：1655（注4－263＞では，「Fethiyeとlblis　Burnuの聞の小港。（；6kertmeの

　語は，他にも意味はあるが，空うなhollow，憂欝depresslonを意味する。トルコの，エーゲ海岸

　や地中海岸にそっていくつかの地名として使われている。断崖を背にした狭い浜を指すように兇

　受けられる」としている。

！62）　この輩に限らずアナトリア南岸部の説明においてはtトルコ語でなく薦方蕎語によるとみられ

　る地名が散見する。例えばSiti　Qawuは明らかにラテン語系結語の表現であり，現代イタリア語

　であればSette　Capiとなるところであろう。『キターブ・パフリエ雌が編纂されたのは！6世紀前

　半期であり，轟時既にアナトリア南岸部はオスマン朝領域に組み込まれていた。その時期におい

　て藩方欝語に由来する地名が5ルコ語的な地名表寵に先行して記載されていることは興味深いとノ
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395b　第192章：本章はメンテシェにあるイブリス主blis海燦とマグリーMaghri港を説明

する。

　このイブリースlb11si63）は余りに深いところである。だれも安心できないbudar　etmez。

しかしammatその前に小島adajuklarがある。それらの小島の西北側にあるアナドルの海

岸にある入り江で1隻の船が停泊する。深さは14奪である。さてimdi，この辺りで元来の

有名なa§1ba－n2mi64＞港はマグリー港Maghrl　Limami65）である。この港は天然の広い港であ

る。その港ではあらゆる風に対して停泊できる。その入口に小島166＞がある。その小島の両

側を通れる。しかしwali，大型の船は大抵この島の’講側から入る。その島の上に荒れた建’

物がある。その建物をカーフィルの人々kafara　taPifas1はパタ・ルースPata　Lαs167）という。

彼らはマグリー港をマクリーMaqrlという。この港の中に，流れる泉aqar　brdar［Plrtar］

がある。

　さてwa　ba‘dahu，このマグリー港の入口から外，西北側に大きな湾がある。その湾の中

に小さな島がある。その／1・島の上にアヤー・ユールキーAy2　Yαrkiという荒れた教会堂が

ある168＞。この／1・島に正面して，しかしwali，アナドル海岸で飲み水が見つかる。また良い

投錨地である。しかしamm2，いくつかの岩礁tashlarがある。要注意である。しかし

amm農，ここでは元来の停泊地a串l　yataq169）はこれである。即ち，その湾の入ll：：】の南側の岬

に二つの小島170）がある。それらの小島とアナドルの海岸の問が良い停油地である。

396b　第193章：本章はメンテシェ県Liwa’一i　Mentesheのカラ・ドガン・バーバーQara

Doghan　B2b2£の島］とカラ・アガチュQara　Aghach港を説明する。

　この［島の名の由来となった人物1カラ・ドガン・バーバーは一つの島17Dの上で眠って

いる。その島とアナドルの問は良い停泊地である。もし飲み水が欲しければその東北側で，

X4

　　ころである。

！63）Fethiyeの蒲爾に位置する主blis／主b11s岬を指すと思われる。重biis（1blis）は悪魔の意。このす

　　ぐ東方に位羅するGemller　Adasi（いわゆる纏ニコラオスの島）には轡及がない。

164）Ari　2002：586ではa＄i　ba－nam　1三manをthe　best－known　harborとしており，　a§1漕体の解釈は

　　判然としない。

165）Fethiye．古代のTe｝messusであり，のちにMegri／Makri／Maghr1と呼ばれたが，トルコ共和

　　国とギリシアの住幾交換を経て！934年にFethiyeと改称された。　Fethlye湾の東部に同門し，南

　　に深く切れ込んだ入り江に諏する。

166）　Fethiye正面の小島を指すと思われる。

167）　　塔｛言羊0

！68）　ここにいう小島はG6cek島と思われる。教会堂の名は，付麟ではアヤー・キルキーAya　Klrk室

　　とある。TY　6605写本本文ではAya　Kiraki，付図ではAya　Kirakiとある。

169）　Ari　2002：586ではthe　real　shelterとしている。

圭70）　Fethiye湾の藤部1こ位遣するTersane島とDQmuz島と思われる。

171）Baba　Adasiであろう。Kara　Burunの東海上で，　Dalaman川の河iコ部1こ近い。6kte　1988；

　　1663（注4－267）では，「Baba　Adas1，　Karaburunの1マイル蒲に位概する島。　Dalaman川の河口

　　のやや藩。この島の上に，Kara　Do墓an　Babaと合われる塑著の墓がある」とする。
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しかしwaii，アナドル酒庫にt川ckay172）がある。流れている。またその川に正面している

海岸は波静かなyufqa§装1u投錨地である。

　さてwa　ba‘dahu，このカラ・ドガン・バーバーの10マイル程西北の方に、キヨイ・ジュ

エズK：6y鎖鯉z173＞ということころがある3。そのキヨイ・ジュエズの前を大きなJII　＄u174＞が

流れている。この川ヘカユクが入る。

　さてwa　ba‘dahu，この辺りで有名な広い港はカラ・アガチュ溜75）である。例えばma－

thalan，この港は南に颪した，二つの由の問の湾である。その湾の，沖からの厨印はこうで

ある。湾の入口の正面2マイル程の沖に，灰色の島176＞がある。この島は良い目邸である。

しかしamma，その島の西北側，アナドルに向って1マイル半程沖に岩礁‡ashがある。見

えない。注意せよ。このカラ・アガチュ港へ行きたい時は一一ここは100隻の船を収容す

る港である。大型の船はその港で30尋の水深のところで停泊する。薪の豊富なところであ

る。というのは，嗣りすべて山であるからである。そこでeyle　olsa，一点の方へ2マイ

ルほど中へ入り，そして西側へ錨を降ろす。比類の無いところである。以上。

397b　第194章：本章はマルマラスMarmarasなる名の港を説明する。

　このマルマラス177＞は天然の広い港である。その港の申に，3400隻の船が一度にゆっ

たりとwus‘atila停泊する。また波静かなyufqa　s嬢1u良い停泊地である。飲み水が豊かであ

る。その港の入膿から内側で東北側に，黒く寂しい島178＞がある。その島と海岸の間をあら

ゆる船が通る。深い。港の入口にある大きな島は黒い由である。その山の周囲はどこも深

い。バルチャが入る。出る。この島一一私が由と呼んだ一の西南側でアナドルの海岸

にある入り江圭79＞は良い停油地である。その入り江では，大船を南の方，海岸に結ぶ。錨を

北北西に降ろす。もしさらに［北に向かってMarmaris湾の3申へ，桟橋iskeleの前へと行

くならば大型の船はそこで二方向の錨を使って停泊する。というのは，海岸は浅瀬なので

ある。

　さてwa　ba‘dahu，この港の入口から外，西南西の海岸にユランルYilanll180）という入り江

がある。その入り江の前に黒く丸い峻しい島がある。この入り江は混じり気の無い砂の＄afi

172）　Dalaman川，あるいはその支流であろう。

！73）　K6ycegizはK：6ycegiz湖の北岸に位：遣する町。ここにいうK6ycegizは，実際にはK：6ycegiz

　湖から南の海岸へと流れる水路沿いに位罎するDaiyanの町を指しているように思われる。

　Dalyanの町はすぐ藤方に位概する古代Kaunosの遺跡で知られる。

174）K6yce墓iz湖から南の海岸へと流れる水路を指している思われる。

175）Tumal沸甲とBoz岬の聞にある入り江がKaraagac　K6rfeziと呼ばれており，ここにいうQara

　Aghach港はこの湾のことを指していると思われる。

176）Y11anCik　AdaSiと思われる。

177）Marmaris．　K：araagag　K6rfeziの西側で，深く北に入り込んだ入り江の最北部に位置する。

178）K：egi島を指すか。

！79）tgmelerの入り江であろうe

180）Gifthk　AdaSiの正面の入り江を指すと思われる。



『キターブ・パフリエ』に見えるアナトリア爾岸 65

qumlui8i＞投錨地である。もしその島と海岸の間を通るならば，大丈夫ja’izである。という

のは，深いのである。

　さてwa　ba‘dahu，この入り江の西南側に丸い灰色の岬がある。その岬のさらに西南側に

クズルジャ・イッラキーQlzllla加aki182）という入り江がまたある。その入り江の正面に小島

がある。この小島の東北側にある入口の深さは2尋である。また狭いところである。ただ1

隻のガレー船だけが避難するslghinur。しかしwali，夏場には5，6隻の船が停泊する。大童

は西南側にある海岸に結ぶ。錨を小島の方に放つ。以上。

お　わ　り　に

　第194章（マルマリス）をもってアナトリア南岸の説明は終わり，このあと『キターブ・

パフリエ書本文における・各地の説明は，KarpathOs島を経てCrete島からエーゲ海西部の

島々を北へ辿りつつガリポリ半島の西側のSaros湾へ至って完了する。

　上で訳出された各章においては，すでに指摘されている通り［新谷1990］，沿岸航海に際

して必要となる地理的・技術的な知識の記述が主体になっており，歴史的な出来事などに関

する具体的な情報は多く見られない。また，構成の上でも，キプロス島がここで述べられて

いることを別にすれば，海軍に沿って単純に策から西に向かって叙述されており，この区域

に関して叙述や構成上の特徴的な事項を指摘することは難しい。しかしそれだけに，『キ

ターブ・パフリエ』の地中海航海案内書としての基本的な特性をよく示す部分と雷うことが

できよう。
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